
 チェルノブイリ原発事故前後の先天奇形の発生頻度については、様々な報告がなさ
れています。欧州先天異常監視機構（EUROCAT）や、フィンランド、ノルウェー、
スウェーデンの先天異常に関するデータベースを事故前後で比較した結果、原発事故
前後で奇形発生頻度に変化は見られませんでした。  
  ウクライナのRivne州北部には汚染地域で自給自足の生活を送っている人たちがい

ます。彼らの間で神経管欠損が増えているという報告があり、放射線によるものかど
うかについての評価が待たれています。  
  

  本資料への収録日：平成25年３月31日  
  改訂日：平成31年３月31日 
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